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コロナ禍の影響で、会期と作家在廊日等の変更や、オンライン展示のみの可能性もございます。
お手間で恐縮ですが、弊廊ホームページや公式SNSにて、最新情報をご確認頂ければ助かります。

160-0022 東京都新宿区新宿3-37-11 安与ビルB2階
03-3352-5118  gallery@kakiden.com

公式

令和4年10月4日（火）～9日（日） 会期中無休
開廊時間：午前11時～午後7時（最終日9日は午後5時まで）
作家在廊日：会期中、全日在廊予定

荒木節子 染の風景「何処へ」 

　早いもので、弊廊での荒木節子さんの染の風景展も６回目を迎えます。荒木さんは神奈川県
の鶴見駅から山手に向かう高台の工房で、布を染めた作品を懸命に作る作家です。その作品は、
着物の帯地、茶の湯の服紗、風炉先屏風、そして絵画の様な壁掛作品など多岐にわたっています。
私も彼女の作品が大好きで、男帯と壁掛け作品を愛用愛蔵しております。
　私が思うその作品の魅力は、美しい色を重ねた独特の文様にあると思います。茶会など和装
のご婦人が集まる場所でも、荒木さんの帯は一眼でそれと分かる素敵な雰囲気を放っています。
荒木作品は、その優しく飾らないお人柄そのものではないかとも感じています。
　さて、今年の染の風景展では、荒木さんの友人である吉谷さんを迎え、最新作を発表致します。
毎回、素敵な展示でお客様を魅了してきた染の風景展。令和４年の染の風景は「何処へ」向かうのか、
私も楽しみにしている所です。 店主 安田尚史

略歴 和歌山県新宮市生まれ　　立教大学文学部卒
　 大塚テキスタイル専門学校で、染めと織りを学ぶ　　以降、全国各地で個展を開く

賛助出品　吉谷美世子・・・手染めの絹に羊毛を絡ませた、軽く・暖かく・柔らかいオリジナルテ
キスタイルを制作。今回は荒木節子さんとのコラボ作品に加え、荒木
さんの染めの風景をイメージして染めた新作ストールを展示します。

弊廊にて、フルート奏者 今井貴子さんによるミニコンサートを開催します。
フルートの夕べ　10月6日（木）18：00～18：30（会費無料・お申込不要）




